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 主な意見と対応方針 

主な意見 対応方針 

資料１：中部地域における港湾 BCPの実効性向上のための図上訓練結果 

【伊勢湾 BCP】  
・関係機関がまとまって対策を推進していく上

で、「事前検討課題」は表現として弱い。例え

ば「推進課題」のような言葉がよいのではな

いか。（小野教授） 

・「事前検討課題」は、「推進課題」とする。 

・P5 ７伊勢湾 BCP の運用で、「災害時の状況

に応じた訓練を実施する」が事前検討課題に

なっているが、今回の改訂に反映すべき（富

田教授） 

・訓練の実施は、伊勢湾 BCP に明記している。

整備局が実施する実働訓練の中でも対応し

ていく。資料５伊勢湾 BCP 協議会の活動計

画に追記する。 
・「災害時の状況に応じた訓練を実施する」は

訓練の手法に関する課題であるため、新た

な課題として記載する。 
【緊急確保航路等航路啓開計画】  
・P6 2-3 円滑な作業調整及び作業許可の迅速化

については、作業許可申請の簡略化に加え迅

速化についても記載すべきである（第四管区

海上保安本部交通部） 

・協議結果を踏まえ、作業許可申請の簡易化

に加え、弾力的かつ臨機応変な運用につい

ても記載する。 

資料２：伊勢湾 BCP及び緊急確保航路等航路啓開計画の改定（案） 

・P4 「４伊勢湾の広域連携体制の構築」の広

域連携体制の発動基準に「複数の港湾で地震

が発生したとき」とあるが、同時被災が考え

にくい場合もあるのではないか。（第四管区海

上保安本部環境防災課） 

・複数港湾にわたらない場合でも、被害が大

きい場合は、広域連携が必要となることも

考えられるため、「複数の」は削除する。 
 

・作業船のリストアップは大変な作業で、改善

が必要である。SCOPE の作業船情報の提供や

日本埋立浚渫協会のバケット船の情報が出さ

れているので、これらの情報の活用を今後の

課題として挙げて欲しい。（中部港湾建設協会

連合会） 

・既存の作業船情報の活用方法の検討課題を

推進課題として追記する。 

・P14 7-3 事前検討課題の「優先順位の決定」

の「尾鷲港の役割について検討・反映」につ

いては、優先順位ではなく伊勢湾 BCP 全体に

位置付けて欲しい（三重県県土整備部）。 

・尾鷲港は、伊勢湾の外に位置するが、津松

阪港とともに三重県が管理していること、

南海トラフ地震時には三重県南部が孤立す

る恐れがあり伊勢湾の港湾との連携が重要

であることから、「１．伊勢湾 BCP の考え

方」に尾鷲港を位置付ける。具体的な内容

は、尾鷲港 BCP の策定後に反映する。 
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主な意見 対応方針 

・P18 指針で使用している用語（例えば簡易な

様式（ひな形）等）を使ってほしい。（第四管

区海上保安本部交通部） 

・指針で使用している用語を使用する。 

・P18 １つめの・と２つめ・の協議機関の記述

は、中部地方整備局港湾空港部と第四管区海

上保安本部に統一すべき。（第四管区海上保安

本部交通部） 

・「中部地方整備局港湾空港部と第四管区海上

保安本部」に統一する。 

・作業船の所在については、AIS や GPS を活用

した手法の開発が進められている。伊勢湾で

も先取りする意気込みで取り組んではどう

か。（小野教授） 
・新しい技術開発等、調査研究の推進は入れら

れないか。（富田教授） 

・AIS や GPS 等を活用した新しい技術の開発

について推進課題として追記する。 

・伊勢湾 BCP には様式がついていない。訓練で

も使えるのでそろそろ様式を作成してはどう

か。（小野教授） 

・様式の作成を推進課題に追記する。 

資料５：伊勢湾 BCP協議会の活動計画（案） 

・平成 29 年度の事前検討課題の「航路啓開」に、

「中部地方整備局と第四管区海上保安本部に

よる航路啓開情報の発信内容についての協

議」があるが、岸壁の使用可否については港

湾管理者も入れる方がよい。 

・港湾管理者等他の機関とも協議することと

する。 

・関係機関と協議し双方が責任を負って情報発

信する場合、一字一句調整することになり、

関係機関が増えると時間がかかる。災害時に

は時間が限られるため、ポータルサイトに上

げる情報は、どの機関のクレジットで発信す

るかを考える方がよい。（小野教授） 

・情報発信の体制について、関係機関と協議

することを推進課題に追記する。 

・訓練では、現場を意識し動き方を確認して欲

しい。伊勢湾 BCP 協議会の構成機関の担当者

は、人事異動で人が変わるため、毎年教育プ

ログラムに取り組むとよい。中身や運用につ

いて議論、確認するプログラムも組んでおい

てはどうか。（小野教授） 

・教育プログラムの実施についても推進課題

に追記する。 

・災害時には広域連携と個別港湾、道路との連

携等いろいろなことを見る必要がある。大き

な訓練に参加することも考えられる。（富田教

授） 

・実働訓練への参加にも取り組んでいる。推

進課題に追記する。 

・行動計画は概ね固まってきたので、手順書を

作る段階に来た。例えば、中部地方整備局が

広域連携体制を立ち上げる手順書が必要であ

る。手順書がなければ動けない。（小野教授） 

・手順書の作成に取り組む。平成 29 年度に優

先順位の決定と資機材の調達の手順書を作

成する。 
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